
令和元年度 松野町通学路安全推進事業の取組 

 

松野町教育委員会 

 

１ 取組の目的 

歩道を歩く園児らが被害に遭う痛ましい交通事故の発生や、登下校途中に犯罪被害に遭

うなど、子どもたちを取り巻く環境は厳しいものがある。そこで、学校や保育園、教育委

員会、道路管理者等の関係機関において、通学路及び校外、園外集団活動時の安全に関す

る実態を把握し、危険箇所への迅速な対応及び継続的な対応を推進することを目的とする。 

 

 

２ 取組の内容 

本町では、県から「 通学路安全推進事業」の指定を受けたことに加え、大津市での保育

園児を巻き込む交通事故が発生したことを踏まえ、小学校だけでなく、中学校や保育園を

含め、町全体として、子どもたちの安全について検討を行った。 

 

⑴ 合同点検 

実「施「日 ８月８日 

点検箇所 15箇所（小・中学校、保育園から危険箇所として報告を受けた地点） 

実施内容  点検箇所を回り、各点検箇所において現状の報告と、関係機関から対策

案が述べられた。 

   

   

  



⑵ 通学路等安全推進協議会 

第１回 

実「施「日 11月12日 

実施内容  前回の合同点検をふまえて、対策案

についての協議を実施した。 

第２回 

実「施「日 １月16日 

実施内容  対策結果の報告と今後の対応につ

いて確認を行い、完了しなかった地点

を含め、見守り活動などソフト面での

対応について協議を行った。 

 

⑶ 推進事業実施者 

〇「通学路安全対策アドバイザー   〇「スクールガードリーダー 

〇「宇和島警察署松野駐在所     〇「宇和島警察署吉野駐在所 

〇「県南予地方局建設部管理課    〇「町防災安全課 

〇「町建設環境課          〇「町立虹の森まつの保育園 

〇「町内各小・中学校        〇「松野町教育委員会教育課 

 

 

３ 取組の成果 

・ 15箇所の点検箇所の内３箇所で対応が完了し、その他の地点においても、解決に向け

中長期的な取組や持続的な取組を確認した。 

・ 各機関による多角的な視野で状況を把握することで、複数の対策案が出た。 

・ 通学路安全対策アドバイザーの専門的な知見による助言により、早期解決に向け取組

を検討することができた。 

 

 

４ 今後の課題 

・ 予算や土地所有者との調整などにより、早期解決が難しい箇所が多数ある。 

・ 防犯や防災の視点からも取り組む必要があると指摘を受け、見守り活動などのソフト 

対策での対応も必要がある。 

・ 子どもたちの交通安全の意識は高まっているが、ドライバーへも交通安全への意識を

高める必要がある。 


